




No.1

委員会名

 委員長名

開催　日時

開催　場所

○  L 中嶋　文夫　委員長 ○  L 高橋　美恵子 副委員長 ○  L 元田　秀治　副委員長

○  L 川口　学  副委員長 ○  Ｌ 福田　守弘 アドバイザー ○  L 杉田　昇 　副委員長

 L 江森　陽子　  委員 ○  L 小笠原　耕司　副委員長  L 新淵　伸也　  委員

○  L 和﨑　健治　　委員  L 七戸　敦　　　  委員  L 相野谷　信之 委員

 L　島崎　政虎　 委員 ○  L 市原　昇毅　   委員 ○  L 清水　健二　  委員

○  L　関　飛唯一　 委員 ○  L 中村　久文　   委員 ○  L　杉谷　洋二　　委員
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「ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ支援及び地方創生(上野文化の杜支援等)について」

ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区

中長期ビジョン委員会 委員長                                                               Ｌ中嶋  文夫

質疑応答 

総評 

ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区

セミナー参加者　62名

4

10

                  　ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区ガバナー        　　        細川  孝雄

<２部>1６：１0～1７：00

全国通訳案内士、上級ウェブ解析士                                                     城戸  正幸  様

地方創生（上野文化の杜支援等）についてパネルディスカッション

株式会社電通  第４ビジネスプロデュース局  次長 

質疑応答

ＮＴＴ東日本  ビジネスイノベーション本部　新ビジネス創造担当  担当課長　  北川  智之  様

中長期ビジョン委員会 副委員長                                                            Ｌ小笠原  耕司

閉会宣言         中長期ビジョン委員会 副委員長                                     Ｌ元田  秀治

 東京都  オリンピック・パラリンピック準備局  運営担当部長   　　　　　　　    田中    彰    様

次期第１副地区ガバナー予定者                                                            Ｌ伊賀  保夫

次期第２副地区ガバナー予定者                                                            Ｌ進藤  義夫

挨拶　　　　　　中長期ビジョン委員会　委員長                            　　 　　　　  Ｌ中嶋  文夫

次　　　第

                  　ライオンズクラブ代表国連薬物担当大使・元国際理事   　　      Ｌ山浦  晟暉

                 　 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会  顧問

上野文化の杜 新構想委員会  委員　　上野観光連盟  事務総長　　　　　      茅野  雅弘  様

配布資料の確認         中長期ビジョン委員会 委員                    　　 　     Ｌ中村  久文

来賓の紹介   　　　　    中長期ビジョン委員会 委員                             　 Ｌ関  飛雄一

 東京都  パラリンピック部  事業調整担当課長          　　　　　　　　　　　    上山  亜紀子  様

講演「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会と開催に向けた都の取組」

中長期ビジョン委員会セミナー

司会・進行　中長期ビジョン委員会　副委員長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L杉田　昇

<1部>15：00～16：00

開会宣言　　　中長期ビジョン委員会　副委員長　                       　　　　　　　L川口　学

　２０１8年６月８日金曜日　　　　　　　１５時００分　～　１７時１０分

東京都赤十字血液センター　４階　会議室

中長期ビジョン委員会

 L中嶋　文夫

出席者



A3　冊子やパンフレットの利用は不可であるが、旗や幕の利用は個別に相談可能である。

Q4　ライオンズとして東京オリンピック・パラリンピックへ如何に有意義な活動が行かせるか。

A4　都としても、ライオンズ等奉仕団体には大いに期待しており、今後の調整課題として取組んでいきたい。

Q1　オリンピック競技場内のブースやステージ内でのPRや募金活動について。

②「レガシー創出」の取組

ライオンズ等奉仕団体とは、個々に連携ができるか検討することは可能である。

質問事項

Q5　応援マークとラインズロゴを組み合わせてバッジやTシャツを製作することは可能か。

・大会競技会場、新規恒久施設等の整備状況、マラソンコースなどの詳細説明。

No.2

都が運営主体である「都市ボランティア」として参加は可能であるが、応募単位が個人であるため、

講演「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会と開催に向けた都の取組」

「セーフシティ」・・・・・無電柱化、危機管理体制の取組。

①東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会の詳細について説明

 東京都  オリンピック・パラリンピック準備局  運営担当部長   　　　　　　　  田中    彰    様

 東京都  パラリンピック部  事業調整担当課長          　　　　　　　　　　　   上山  亜紀子  様

1部セミナー

Q3　オリンピック会場外で、オリンピックマークの入った冊子やパンフレットの利用は可能か。

オリンピック後のレガシー創出を見据えた取組として、

ライオンズからの申込は受付することが出来ず、個人またはグループでの申込となる。

「ダイバーシティ」・・・大会競技会場の施設整備、町づくり、スポーツ健康増進、障害者支援、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等

「スマートシティ」・・・・文化プログラム、環境・持続可能性

以上、３つのシティの実現、創出に向けて政策を強化し、将来日本に大きなレガシーを残す。

③ライオンズのボランティア取組可能性について

平成３０年９月中旬より、「大会ボランティア」「都市ボランティア」の募集開始。

A1　活動不可である。

Q2　オリンピック会場内で、出展など奉仕活動について。

　　活動不可である。

A5　不可である。のぼりや横断幕であれば審査が通れば可能である。



No.3

地方創生（上野文化の杜支援等）についてパネルディスカッション

・通訳ボランティアの育成　　　　　　　　　　　　　　　　城戸様

上野の通訳ボランティ育成により、上野以外でも通訳として活躍できる。ライオンズメンバーにも

ボランティアの一環として、資格取得を目指して頂き、地方活性化に役立てて頂きたい。

日本版DMO形成・確立により、地方の人材育成やサポート実施。観光学学習について。

・地方創生とICT図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北川様

観光、防災、生活、農業、教育、企業、行政をICTで結ぶことにより新たな価値を創造していく。

・上野から地方へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅野様

ライオンズメンバーは各地域のキーマンであり、今回の運営ノウハウを学んで頂き、地元の方しか知らない

知らない有益な情報などを広めて頂き、地方活性化に役立てて頂きたい。

2022年には上野モデルを全国展開。

上野を成功例に全国へ展開していき、地方創生を図る。

日本文化を体系的に学ぶ場として、世界遺産である国立西洋美術館の「ル・コルビュジェ」について説明。

各地域だけでは出来ない体験と人材育成、サービス、マーケティングなどのノウハウの取得が重要。

・地方創生と人材育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原副委員長

リアルタイム情報、混雑状況の収集、多言語翻訳サービスを活用した、訪日外国人向情報提供など。

①美術館・博物館等地域文化施設のICカード入管

②VR(バーチャルリアリティ)活用による歴史再現

映像によりタイムスリップ体験などの歴史を体験することができ、訪問客のサービスの充実を図る。

・5年マイルストーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅野様

2020年のオリパラ時には、上野エリアの文化クラスター形成モデルの完成を目指し、

・国宝　鳥獣人物戯画の歴史と文化　　　　　　　　　　　小笠原副委員長

上野の東京国立博物館には、「国宝　鳥獣人物戯画」が展示されており、歴史的貴重価値が非常に高い。

上野には日本の歴史と文化がたくさんある。

・ICTによる活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北川様　　　　　　

・上野観光エリアの一体的情報発信基盤整備

・上野と地方創生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋委員長

資料「上野スタイル」の説明。

ICTを活用した「文化・芸術」「観光」「地域の力」の連携による文化交流の新スタイルについて説明。

通訳、ガイド、上野共通パス、AI、マーケティングを駆使した包括的な取組。

・国策と地域連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋委員長

　文化庁として上野文化の杜事業発足。まずは上野の地方創生を図り、大きな国策にのった地方連携の

実現を目指していく。

２部セミナー

上野文化の杜 新構想委員会  委員　　上野観光連盟  事務総長　　　　　     茅野  雅弘  様

ＮＴＴ東日本  ビジネスイノベーション本部　新ビジネス創造担当  担当課長　   　　　北川  智之  様

株式会社電通  第４ビジネスプロデュース局  次長 

全国通訳案内士、上級ウェブ解析士                                                        　 城戸  正幸  様

中長期ビジョン委員会 委員長                                                                　 Ｌ中嶋  文夫

中長期ビジョン委員会 副委員長                                                             　 Ｌ小笠原  耕司

・上野の歴史、魅力について、映像にて確認。　　　　城戸様

・「上野文化の杜取組」　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅野様



以　上

　　地元の運営ノウハウに生かせると思うとの回答あり。

Q３　YCE事業では、交換留学を実施してします。今回の取組を事前に知って頂ければ、留学生にとって、

　　　有意義な体験をすることができ、留学事業の活性化につながると思います。

A３　茅野様より、今回の取組は始まったばかりであり、今回の貴重な意見を取組んでいきたいとの回答。

　　　

　①ライオンズメンバーが通訳の技術を覚えて外国人観光者に応対することができれば良いのか。

　②通訳の候補者を集めれば良いのか。

　③ライオンズクラブにはどのような奉仕活動を期待されているのか。

A２　城戸様より

　②地元のリーダー的存在になって頂くけるものと考える。

　③ツアーの運営（コース設計、街コラボ、集客、実施、ツール制作）をお手伝い頂くと、

　①メンバーの方にも参加、習得していただいてボランティアで応対いただくこと希望。

２部セミナー 質問事項

Q1　上野以外の地域はどのように活性化すれば良いか。

　　　例えば多摩地域ではどのような活動をすれば良いか。

A1  茅野様より、地元を町歩きすることにより、日常として見落としている地域資源の再発見、

　　　開発に取組んで頂き、町おこしに役立てて頂きたいとの回答があった。

Q２　上野の各施設に通訳者を配備して、外国人の観光者を迎えるとのことですが、



中長期ビジョン委員会　Ｌ川口　学　副委員長（東京羽田ＬＣ所属）より開会宣言がありました。

中長期ビジョン委員会　Ｌ中嶋　文夫　委員長（東京吉祥寺ＬＣ所属）より挨拶がありました。



細川　孝雄ガバナーより挨拶がありました。

６２人の方々に受講いただきました。



東京都　オリンピック・パラリンピック準備局　運営担当部長　田中　彰様よりについて
「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会と開催に向けた都の取組」について講演をいただきました。

東京都　パラリンピック部　事業調整担当課長　上山　亜紀子様にもお越しいただきました。



参加された皆様は真剣な眼差しで受講されていました。

司会者（左）
中長期ビジョン委員会 副委員長　Ｌ杉田　昇

来賓の紹介（右）
中長期ビジョン委員会　委員　Ｌ関　飛雄一



オリンピックとライオンズクラブの関わり方について
３３０複合地区オリンピック・パラリンピック支援　特別委員会
戸部　研一Ｌより代表質問をいただきました。

上野文化の杜 新構想委員会 委員 上野観光連盟 事務総長 茅野　雅弘様



（株）電通　城戸　正幸　様



中長期ビジョン委員会 　Ｌ中嶋　文夫　委員長（右）
中長期ビジョン委員会 　Ｌ小笠原　耕司　副委員長（左）



次期第１副地区ガバナー予定者　 伊賀　保夫Ｌより総評をいただきました。

次期第２副地区ガバナー予定者　 進藤　義夫Ｌより総評をいただきました。


